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【緒言】サ トウヤ シ （沼r θη g8 ρinnata 　Merr ．〉は東南ア ジ ア原産で ，東南ア ジア 全域に分布する．

そ の 主な利用方法は花序か ら採 っ た樹液を煮て 作 る砂糖 で あるが ，他 に も樹液を発酵 させ て 酒や

酢に した り， 髄部 か らデ ン プ ン を採 っ た り と多岐に及ぶ ．し か し，サ トウヤ シ の 生態や 生 育特性 ，樹

液お よびデ ン プ ン 生産性 に つ い て の 研究は著 しく少 な い ，本研究で は．イ ン ドネ シ ア ，南ス ラ ウ ェ

シ州 タナ ・トラジャ の サ トウヤ シ の 樹液に っ い て ，そ の 生産性 と特性 を明 らか にす る こ とを 目的 と

した ．

【材料お よび 方法】調査地はイン ドネ シ ア ・南 ス ラ ウ ェ シ州 タナ ・トラジ ャ ，サ ン ダ ・ビ リ村で 行

っ た ，9 ．目 5 日か ら 9 月 10 日 ま で 10農家が朝 7 時頃と夕方 16−17 時頃に採取 した 樹液に つ い て ，

樹液量 を測定後，水 質チ ェ ッ カ
ー

（HORIBA，　 D−24＞で pH，　EC お よび 液温 を，手折屈折計 （ATAGO　CO，　LTD．

社製，Nl＞で 糖度 を測定 し た．また，採液中の 個体に つ い て ，推定樹齢，樹幹胸高直径，葉数，最 下位雄

花 序 ま で の 高 さ，採液 開始後 の 期間，採液 中の 雄花序の 位置 と採液開始後の 期 間，お よび生 存雌 花

序数を測定また は聞き取 り調査 し た．また ，採取液の糖組成 を明 らか に す る た め に ，9 月 5 日夕方 と

6 日朝 の 採取直後 と採液後 1，3，5 日間経過 し た樹液 をエ タ ノール ： 樹液 ＝＝ 1 ； 1 で 保存 し，帰国後，

酵素法に よ り，フ ル ク トース （F），グル コ
ース （G＞，ス ク ロ ース （S）の 各糖濃度 を測定 し，合計値か ら

全糖濃度を求 めた．

【結果お よび考察】調査 ヤ シ の形態 ：樹液を採取 し たサ トウヤ シ の 各個体 の形態を測定，聞き取 り

した前述 の項 目につ い て は第 1表 に示 した通 りで あ る．樹液生産 ：採液量 は，
一

日 （朝＋夕方）の 合

計で 1．45〜8，12L の 範囲 に あ り，平均 3．75L で ，朝夕 の 採 液量 の 平均 （朝 2．15L，夕方 1．67L）には

0．48L の 差が あ っ た （第 2表）．各調査 ヤ シ の 朝お よび夕方の 採液量に は有意 な正 の 相関関係がみ ら

れ，また，9 月 6 日と 10 日の
一

日の 樹液量 につ い て も同様に有意な正 の相 関関係がみ られ た．採液

ヤ シ の 形 態 と採液量 との 間に は，
一

定 の 傾 向は み られ な か っ た．樹液特性 ：採取液の pH は 4．58〜

6．83 の 範 囲 （平均 5，67） に あ り，採取 量 と の 間に負 の 相 関関係 が み られた ．液温 は 朝で 平均

20．4℃，夕 方で 平均 24．1℃ で ，夕方 で 高か っ た ．Brix 糖度 は 7．6〜17．9 （平均 12．4＞，電気伝導度

EC の 値は 1，97〜4．13 （平均 2．75）に あ り， それ ぞれ採液量 との 間 に負 の 相関 関係 がみ られ た．糖

の組成 ：樹液 中の 全糖濃度 は ，
Brix 糖度と高 い 有意な相関関係 を示 し た （第 1 図）．各平均濃度は全

糖 ：106．3g／L，内 ，
F ：13．8　 g／L，

G ：14．8　 g／L，S ：77．7　 g／L で ，全 糖 に 対 す る 各 糖 の 平 均 割 合

は ，
F ：15％ ，

　G ：16％，
　S：69％であ っ た （第 3 表）．各糖お よび 全糖 の 平均濃度は ， 採液 当 目の 樹液か ら日

数 の 経過 と ともに減少 し，
5 日目には ， ほぼ存在しな くな っ た （第 2 図）．こ れ は樹液中の 糖が

，
ア ル

コ
ー

ル 発酵に よ り変化 しエ タ ノ
ー

ル に変換され たた めで あ る と考え られ る．

　 以上 よ り， サ トウ ヤ シ の 樹 液 の 採液量 は個体問で 大 き く異な っ たが ， 個体当た りの 樹 液量 の 多少

と採液個体 と の 形態的関連性は低 く，今後は さらに環境 条件 の 影響や生理 的形質な ど の 面か ら の

検討が必 要で あ る，

本研究は科学研究費補助金 （課題番号 ：23405018）によ っ て 実施 した．
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第／表　 樹液採取 中の サ トウヤ シ の 形 態

w．F 警
樹

驚
高

　 　　 最 下位雄
　 　 　 　 　 　 　 採 液 開始
葉 数 　 花 序 ま で
　 　 　 　 　 　 　 後 の 期 間
（枚 〉　 　 の 高 さ
　 　 　 　 　 　 　 　 （年，月 ）
　 　　　 （m ）

採 液中の
　 　 　 　 　 採 液 中の
雄花序の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 生 存雌

　 　 　 　 　 　雄 花 序
　 採 液　 　　　　 　　　　 　 花 序数
　 　　　　 　 位 置 ＊

開 始 後 日数

　

　

　

　

　

　

　

　

O

123456789　

　

　

　

　

　

　

　

1

　 18　　 　 40．l
　 l8　　 　 38．2
　 22 　　 　 40，8
　 17　　 　 39，8
　 20 　　 　 33．1
　 16 　　 　 41．4
　 17 　　 　 28，7
17〜18　 　41．4
　 17　　 　 30．6
13〜14　　　36．0

0287221

工

881119413

　

8295

　

7
　

85

7

°
°
°
層
5
層
7
．
「

　

7929

　

4
　

33

年

年

2
　

2

鋒
鐸
瓢

1
　
　

　
　

　
　

3

6060757

30790

　 4

　 3
　 8
　 5
　 163
お よび 4

　 3
　 7
　 8
　 1

567200L604

＊最上部 の 雄 花序 を 1 とす る．一は デ
ー

タな し．

　　　　 第2表　 樹液の 採液量 （L）

個 体 No ． 朝 夕 方 一
日 ご との 平均

123456789

／0

2，34　 ± 0．33
1．03 　 ± 0，50
4，71　± 0．64
1．51　 ：tO ．39
2．60　± 1．30
2．86　 ± 0．20
1．36　 ± 0．06
2．94　 ± 工．54
0，80　 ± 0．14
1，42　 ：tO ．27

1．35　 ± 0．22
0．88　　± 0．44
3，07　 ± 0．68
1．33　 ：ヒ0．94
2．09　 ± 0．62
2．46　 ± 1．02
1．66　　± 1．34
1．67　　± 0．77
0．60　 ± 0．11
0．68　 ：LO，38

3．92　 ± 0．49
1、60　 ± 0．79
8．12　 ± 0．66
2．27　 ± 0．了7

5．18　 ± 1，74
5．76　 ± 0．23
2．38　 ± O．13
4．67　 ± 0．98
1．45　 ± 0．14
2．10　 ± 0．48

平 均 　 2．15 ± 0．261 ．67　 ± 0．18 3．75　 ± 0．28
注）朝 は 3〜4日，夕 方 は3〜5 日測 定 （9月5 日〜10日）の 平均値 ± 標準偏差．
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第 1 図　樹 液 中 の 全糖 濃 度 と Brix 糖度 との 関係．
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　　　第 2 図　　樹液中の 全糖お よび 各糖濃度 の 経過 日 数

　　　　　　　　に よ る 変化．
一 一

　 　 　 　 個 体
採 取 日
　 　 　 　 No、　 フ ル ク ト

ー
ス
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81．7　　（93）　　　　87．9
121，1　　（88）　　　　137．6
　 9．9　（2Q）　　　　50．7
35．5 　（35）　 　 100、7
77．1　（68）　　　1Q6．　O

147，3　　（39）
83．1　（68）
65．7　　（70）
49、9 　〔70）
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19，5　 （34）
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，0

　 　 　 　 14．0　（14）　　　14．3　（15）

絵平 均 　　13、8　（15　　 14．8　〔16）
（　）内 の 数宇は 全 糖に 対す る 割合 （S）を示 す．
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